










































　本研究は，2014 年度および 2017 年度に体育の授業を受講した学生が作成した運動遊びの資料





















行った。アンケートでは，先行研究と同様に，運動遊びに参加する人数（1 人 or 複数），使用物
品の有無と遊びに含まれている動きについて回答させた。また，記入した運動遊びの経験の有無
についても，新たな質問として回答させた。遊びに含まれている動きは，中村らが提唱する 36
の動き2）と，幼児期運動指針4）で提示されている 28 の動きの例から，重複するものを除いた 42
の動き（表 2）とし，当てはまるもの全てを選択させた。
　2014 年度のデータは，筆者が分析し先行研究で得られた参加人数や用具の有無のデータ5）と，
運動遊びに含まれている 36 の動きに加えて，本研究の 42 の動きを筆者が抽出したものを用いた。



























　統計処理は，参加人数，使用する物品の有無と動きの比較は，χ二乗検定（SPSS 10.0 for 
Windows， IBM）にて検討した。p<0.05 により有意とした。
Ⅲ．結　果
　表 3 は，2017 年度と 2014 年度の運動遊びへの参加人数，用具の有無と経験の有無（2017 年度
のみ）について示した表である。
　2017 年度は，運動遊びへの参加人数が，1 人が 8 名で 2.0％，複数が 393 例で 98.0％であった。
用具の有無は，用具有が 234 例で 58.4％，用具無が 167 例で 41.6％であった。記入した運動遊び






























　表 4 は，2017 年度と 2014 年度の運動遊びの資料から抽出された動きの数とその出現率を示し
た表である。
表 4　抽出された動きの例数と出現率
2017 年度 2014 年度
　 動き 数（例） 出現率（%） 出現率順位 数（例） 出現率（%） 出現率順位 順位変動
1 走る L 303 75.6 1 102 65.8 1 － *
2 歩く L 282 70.3 2 25 16.1 5 ↑ *
3 立つ S 265 66.1 3 11 7.1 9 ↑ *
4 よける L 135 33.7 4 69 44.5 2 ↓ *
5 つかむ M 122 30.4 5 28 18.1 4 ↓ *
6 持つ M 108 26.9 6 4 2.6 16 ↑ *
7 座る S 83 20.7 7 6 3.9 14 ↑ *
8 回る S 80 20 8 2 1.3 21 ↑ *
9 組む S 74 18.5 9 5 3.2 15 ↑ *
10 跳ぶ L 65 16.2 10 3 1.9 18 ↑ *
11 運ぶ M 62 15.5 11 1 0.6 25 ↑ *
12 捕る M 61 15.2 12 13 8.4 6 ↓ *
13 はねる L 53 13.2 13 10 6.5 10 ↓ *
14 渡す M 53 13.2 13 1 0.6 25 ↑ *
15 起きる S 36 9 15 0 0 － ↑ *
16 当てる M 34 8.5 16 9 5.8 11 ↓ N.S
17 くぐる L 27 6.7 17 3 1.9 18 ↑ *
18 寝転ぶ S 27 6.7 17 7 4.5 12 ↓ *
19 登る L 26 6.5 19 4 2.6 16 ↓ N.S
20 支える M 25 6.2 20 1 0.6 25 ↑ *
21 乗る S 22 5.5 21 0 0 － ↑ *
22 はう L 22 5.5 21 0 0 － ↑ *
23 押す M 22 5.5 21 3 1.9 18 ↓ N.S
24 投げる M 22 5.5 21 13 8.4 6 ↓ N.S
25 渡る S 20 5 25 2 1.3 21 ↓ *
26 引く M 19 4.7 26 13 8.4 6 ↓ N.S
27 転がる S 18 4.5 27 0 0 － ↑ *
28 転がす M 17 4.2 28 1 0.6 25 ↑ *
29 押さえる M 14 3.5 29 1 0.6 25 ↓ N.S
30 振る M 10 2.5 30 2 1.3 21 ↓ N.S.
31 滑る L 9 2.2 31 0 0 － ↑ N.S.
32 蹴る M 9 2.2 31 7 4.5 12 ↓ N.S.
33 下りる L 8 2 33 31 20 3 ↓ N.S.
34 ぶら下がる S 6 1.5 34 0 0 － ↑ N.S.
35 掘る M 4 1 35 0 0 － ↑ N.S.
36 倒す M 4 1 35 0 0 － ↑ N.S.
37 泳ぐ L 2 0.5 37 0 0 － ↑ N.S.
38 打つ M 1 0.2 38 2 0 21 ↑ N.S.
39 逆立ちする S 1 0.2 38 0 0 － ↑ N.S.
40 こぐ M 1 0.2 38 0 0 － ↓ N.S.
41 浮く S 0 0 － 0 0 － ↑ N.S.
42 積む M 0 0 － 0 0 － ↑ N.S.
＊ p ＜ 0.05




は「走る」で 303 例，75.6％であった。それに続いて，「歩く」が 282 例，70.3％，「立つ」が
265 例，66.1％であり，3 つの動作は全資料の半数以上の資料から抽出された。一方，「浮く」と
「積む」の動作は抽出されなかった。
　2017 年度と 2014 年度の抽出された動きの例数および出現率の比較においては，両年ともに
「走る」が最も多く，出現率からみた順位は 1 位であった。一方，他の動きの順位は 2014 年度か
ら 2017 年度ですべて変化していた。2017 年度に出現率が 1 位から 10 位の動きのうち，2014 年
度も 1 位から 10 位であった動きは半数の 5 個であった。2017 年度と 2014 年度の比較では「走
る」を含む 23 の動きで有意な変化（p<0.05）が見られた。また，2014 年度に抽出されなかった
「起きる」，「乗る」，「はう」等の 13 の動きは，2017 年度の資料の分析では，上述した「浮く」
と「積む」以外の 11 の動きが抽出された。




動きの種類数（個） 数（例） 出現率（%） 数（例） 出現率（%）
0 0 0 1 0.6
1 21 5.2 30 19.4
2 23 5.7 71 45.8
3 64 16 31 20
4 63 15.7 19 12.3














平均 5.4 個 1.7 個
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　2017 年度は，1 資料に含まれる動きでもっとも出現率が高かったのは，動きの種類数が 5 個の
70 例，17.5％であった。次いで，3 個の 64 例，16.0％であった。1 資料に含まれる動きの数が最
も多かったのは 17 個で 1 例，0.2％であった。2014 年度の分析で最も出現率が高かったのは，動
きの種類数が 2 個で 71 例，45.8％であった。なお，2017 年度の分析では，動きの種類数が 2 個
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